
別表　－２１

番号 会計等の名称
点検結
果
※１

保有額
※２

平成１９年度
決算額
※３

会計の内容 教職員が取り扱っている理由等 備考

1 学校徴収金会計 適正 2,322,387 888,583
授業料以外の学校活動で必要な受益者負担経費
を取り扱う会計。　19年度決算額は、番号９～１２
へ支出した額を除く。

学校教育活動に必要な経費や学校に深く関係する団体の経
費を生徒・保護者から徴収し、各会計や各負担金を支払う会
計で、他に学校に常駐して取り扱う者がいないため。

平成２０年度の保有額は９～１２の収入
予定額を含む。

2 定時制1年生学年会計 適正 90,187 (160,888)
学年全体に係る教材費、保護者通信連絡に係る
受益者負担費用を取り扱う会計

学年の活動や授業の教材に必要な経費で、学校が取り扱うことが効率的であり他
に学校に常駐して取り扱う者がいないため。

3 定時制２年学年会計 適正 0 (121,177)
学年全体に係る教材費、保護者通信連絡に係る
受益者負担費用を取り扱う会計

学年の活動や授業の教材に必要な経費で、学校が取り扱うことが効率的であり他
に学校に常駐して取り扱う者がいないため。

4 ３学年会計 適正 0 (112,047)
学年全体に係る教材費、保護者通信連絡に係る
受益者負担費用を取り扱う会計

学年の活動や授業の教材に必要な経費で、学校が取り扱うことが効率的であり他
に学校に常駐して取り扱う者がいないため。

5 ４学年クラス会計 適正 0 (25,857)
学年全体に係る教材費、保護者通信連絡に係る
受益者負担費用を取り扱う会計

学年の活動や授業の教材に必要な経費で、学校が取り扱うことが効率的であり他
に学校に常駐して取り扱う者がいないため。

6 通信制課程教材・通信費会計 適正 88,210 (115,985)
学年全体に係る教材費、保護者通信連絡に係る
受益者負担費用を取り扱う会計

通信制の活動や通信連絡に必要な経費で、他に学校に常駐
して取り扱う者がいないため。

通信制課程の書道、美術選択教材費
を含む

7 1年教材会計（家庭基礎） 適正 0 (56,000)
1年生家庭科実習材料の受益者負担経費を取り
扱う会計

授業者が材料を発注し支払うのが授業の準備が整いやすい
ため。生徒が直接業者から購入することが困難なため。

8 進路部会計 適正 0 (17,600)
2年生職業適性検査実施にともなう受益者負担経
費を取り扱う会計

生徒の進路指導のために行う検査で、生徒の利便性のため、
学校がとりまとめて検査をする。業者などが来校してとりまと
めることが困難なため。

9 定時制生徒会会計 適正 510,501 871,570 定時制の生徒会活動に係る経費を取り扱う会計
定時制の生徒会活動に必要な経費であるが、生徒が金銭を
扱うのはふさわしくなく、また他に学校に常駐して取り扱う者が
いないため。

10 通信制生徒会会計 適正 512,510 712,950 通信制の生徒会活動に係る経費を取り扱う会計
通信制の生徒会活動に必要な経費であるが、生徒が金銭を
扱うのはふさわしくなく、また他に学校に常駐して取り扱う者が
いないため。

11 PTA会計 適正 324,088 894,554 PTA活動に係る経費を取り扱う会計
学校教育活動に深く関わる団体で、学校に常駐しない保護者
が取り扱うのが困難なため。

12 クラブ後援会会計 適正 330,049 330,049
PTAによるクラブ活動を後援する経費を取り扱う会
計

学校教育活動に深く関わるPTAで組織する後援会であるが、
学校に常駐しない保護者が取り扱うのが困難なため。

平成１９年度支出なし。

13 高体連会計 適正 9 27,408
鳥取県高等学校体育連盟事務局から振り込まれ
る全国大会等派遣費補助金を扱う会計

全国の高等学校で組織し、生徒の体育大会に関わる経費で、
他に取り扱う者がいないため。

14 高文連会計 適正 6,818 39,718
鳥取県高等学校文化連盟事務局から振り込まれ
る全国大会等派遣費補助金を扱う会計

全国の高等学校で組織し、生徒の文化活動に関わる経費で、
他に取り扱う者がいないため。

15 フードデザイン２年 適正 40,800 (50,400)
2年フードデザインの調理実習材料の経費を
取り扱う会計

授業者が材料を発注し支払うのが授業の準備が整いやすい
ため。生徒が直接業者から購入することが困難なため。

16 食文化２年 適正 45,011 (51,000)
2年食文化調理実習材料の経費を取り扱う会
計

授業者が材料を発注し支払うのが授業の準備が整いやすい
ため。生徒が直接業者から購入することが困難なため。

17 フードデザイン実習 要改善 17,000 (17,000)
通信制フードデザインの調理実習材料の経
費を取り扱う会計

授業者が材料を発注し支払うのが授業の準備が整いやすい
ため。生徒が直接業者から購入することが困難なため。

徴収額＝支払額。

18 農業科・食品製造 適正 4,500 (4,500)
食品製造の実験・実習材料の経費を取り扱
い会計

授業者が材料を発注し支払うのが授業の準備が整いやすい
ため。生徒が直接業者から購入することが困難なため。

平成２０年度より取り扱う。

19 フードデザイン（3年） 適正 37,676 (60,000)
　３年フードデザインの調理実習材料の経費
を取り扱う会計

授業者が材料を発注し支払うのが授業の準備が整いやすい
ため。生徒が直接業者から購入することが困難なため。
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20 被服（２年） 適正 5,782 (10,000) 　２年被服実習材料の経費を取り扱う会計
授業者が材料を発注し支払うのが授業の準備が整いやすい
ため。生徒が直接業者から購入することが困難なため。

21 調理 適正 45,049 (48,000) ３年調理の実習材料の経費を取り扱う会計
授業者が材料を発注し支払うのが授業の準備が整いやすい
ため。生徒が直接業者から購入することが困難なため。

平成２０年度より取り扱う。

22 家庭科技術検定 適正 0 (12,600)
家庭科の技術検定に関わる経費を取り扱う
会計

家庭科の教科指導として資格検定取得を目指しているため、
学校が取り扱うのがの効率的であり、他に学校に常駐して取
り扱う者がいないため。

23 実力判定テスト会計 適正 6,600 (15,000)
進路指導や本人が進路決定の参考にするた
めに必要な実力判定テストの検定料に関わ
る会計

進路決定の援助と進路指導に深く関わり、本人が判定テスト
を受ける手続きをとるのが困難なため。

徴収額＝支払額

24
全商ワープロ教材
会計

適正 3,470 (5,000)
就職などに有利な資格を取得して進路保障
に役立てるために、生徒のワープロ問題集
購入等に関わる会計

進路決定の援助と進路指導に深く関わり、本校では、本人が
教材を選んだり検定を受ける手続きを行うのが困難なため。

徴収額＝支払額

25
鳥取県高等学校体育連
盟調査研究部会計 適正 18,546 76,538

鳥取県高等学校体育連盟調査研究部の活
動に関わる経費を取り扱う会計

鳥取県高等学校体育連盟の運営に教職員が関わり、調査研
究部は教職員で組織されているため。

26
鳥取県高等学校体
育連盟定通部会計

適正 105,669 (250,000)
鳥取県高等学校体育連盟の定時制通信制総合体
育大会の経費及び定時制通信制事務局運営の経
費を取り扱う会計

生徒の鳥取県高等学校総合体育大会は教職員で運営し、定
時制通信制の事務局として取り扱わなければならないため。

27
中国地区高等学校
通信制教育研究会

適正 174,271 326,917
中国地区の通信制高校で持ち回り、通信教
育の研究を行うための協議会の経費を取り
扱う会計

学校教育に深く関係する団体で、学校に常駐する職員が事務
局として会計を取り扱わなければならないため。

28 中通研　米子大会 適正 227,481 (1,142,481)
中国地区高等学校通信制教育研究会の研
究大会の経費を取り扱う会計

学校教育に深く関係する団体の研究大会で、主管校としてそ
の運営・企画を担い、会計を取り扱わなければならないため。

29
鳥取県高等学校定時制
通信制教育振興会一般
会計

適正 96,341 833,097
全国定時制通信制教育振興会の鳥取県組
織の経費を取り扱う会計

学校教育に深く関係する団体で、学校に常駐する職員が事務
局長として会計を取り扱わなければならないため。

30
鳥取県高等学校定時制
通信制教育振興会基金
会計

適正 182,526 182,526
鳥取県において開催される中国地区通信制教育
研究大会（H20)、定時制通信制教育振興会鳥取
大会（H22)の運営費等に係る会計

学校教育に深く関係する団体で、学校に常駐する職員が事務
局長として会計を取り扱わなければならないため。

平成１９年度支出なし。

31 同窓会会計 適正 126,000 126,000 同窓会活動に係る経費を取り扱う会計。
学校教育活動に深く関わる団体であり、平成１９年度末に立ち
上がったばかりであり、会員数も少なく会員が取り扱うのが困
難なため。

平成２０年３月に発会し、平成１９年度
末収入決算額を平成２０年度へ繰越。

32 開校記念会計 適正 69,022 82,402
参加者の会費制により開催した平成１７年開校祝
賀会の残金で、次回創立記念祝賀会へ引き継ぐ
ための会計

学校創立行事に関する会計で、次回事業実施まで学校が保
管しているもの。

33 書道選択者教材費 要改善 5,040 (8,320)
定時制、通信制課程の書道選択者の篆刻教
材等を扱う会計

授業者が材料をまとめて発注する方が授業の準備が整いや
すく、生徒が直接業者で購入することが困難なため。

通信制は通信制課程教材・通信費会計
に含む。徴収額と支払額は同額。平成
１９年度は業者が来校し生徒へ直接販
売。

34 美術選択者教材費 要改善 0 (16,290)
定時制、通信制課程の美術選択者のケント
紙等の教材を扱う会計

授業者が材料をまとめて発注する方が授業の準備が整いや
すく、生徒が直接業者で購入することが困難なため。

通信制は通信制課程教材・通信費会計
に含む。徴収額と支払額は同額。

合計 5,395,543


